
本研修の概要 
JFS-C規格は、⼀般財団法⼈ ⾷品安全マネジメント協会によって2016年7⽉に公表された

⽇本発の⾷品安全に係る第三者認証規格です。マネジメントシステムの要素（FSM）、
HACCPの要素、そしてHACCPの前提となる衛⽣管理の要素（GMP）で構成され、世界規模
の⾷品安全に関するネットワークであるGFSI（国際⾷品安全イニシアティブ）が承認したスキー
ムの１つであり、現⾏版はGFSIベンチマーキング要求事項ver.2020.1に基づいて開発、改訂さ
れています。内部監査員の技量は、組織のマネジメントシステムや衛⽣管理の課題を検出するだ
けでなく、⾷品衛⽣法のHACCP制度化への対応や⽶国⾷品安全強化法（FSMA）に代表され
る海外規制当局による査察への対応、そして取引先からの⾷品安全監査（⼆者監査）への対
応⼒を向上する上でも重要な役割を果たします。本コースは内部監査業務に必要な基本的知
識と技術を習得できると同時に、内部監査員が、上述の法規制やビジネスの場⾯で⼒を発揮す
るための知識と技術を⾝に付け、改善に貢献できるようになることを⽬的としたコースです。 
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お申込⽅法 弊社Webサイトからお申込下さい。 
h ps://info.earth-kankyo.co.jp/saito/seminar/ 

受 講 料 おひとり様 55,000円（消費税込み）※昼⾷をご⽤意いたします。 

お 問 合 せ 先 アース環境サービス㈱ 彩都総合研究所 研修センター  
TEL︓072-643-0641 

定 員 １０名（定員になり次第、締切らせていただきます） 

コース概要 
１⽇⽬ 

●コース紹介／監査とは 
●監査員に求められる⼒量 
●JFS-C規格とは 
●要求事項の解説  
 ・ JFS-C規格の特徴／概要 
 ・ JFS-B規格との差異 
 ・ HACCP／GMP 

講師紹介 

２⽇⽬ 

●監査の規格（監査の⼿順） 
 ・ 監査プログラムの策定 
 ・ 計画、準備、監査チェックリスト作成 
 ・ 実施  
 ・ フォローアップ  

●ケーススタディ（個⼈ワーク／グループ討議） 
 ・ 様々な状況における監査員の判断 
 ・ 是正要求書／監査報告書の書き⽅ 

●まとめ／修了証書発⾏ 
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